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ココロふるえる本との出会いで   フル充電!! 

No.2７ 名コンビ！の本 

 

ハート 

『ふたごのあかちゃん』  
北川 チハル/作 はた こうしろう/絵  

ひさかたチャイルド 

 

生まれたばかりのふたごのあかちゃん「やっほー」

と「うふふ」。この二人、実はしゃべったり走ったりで

きるすごいあかちゃんだったのです。お父さんに会い

たくて、こっそり病院を抜け出すと、現れたのはなん

とどろぼう！二人はいったいどうなってしまうのでし

ょうか。 

愛情とユーモアたっぷりに描かれており、読んでい

くうちに笑顔になっていく絵本です。 

『名探偵ホームズ踊る人形  

コナン・ドイル ショートセレクション』  
アーサー・コナン・ドイル/作 千葉 茂樹/訳 

理論社 

 

するどい観察眼と天才的な推理で、世界中に知ら

れる名探偵ホームズの短編集です。 

不気味で不可解な謎がホームズの推理によって解

き明かされるのも魅力ですが、友人であり、ホームズ

の活躍の記録者でもあるワトソンとの息のあったや

りとりも、読んでいてとても楽しいところです。 

あなたもホームズとワトソンが挑んだ謎にチャレン

ジしてみては？ 

『あらしのよるに 完全版』  
きむら ゆういち/作  

講談社 

 

嵐の夜に暗い小屋で出会ったヤギのメイとオオカ

ミのガブ。互いの正体を知らずに意気投合した２匹

は、正体が分かったあとも交流を続け、友情を深めま

す。 

仲間からの非難や、ふりかかる試練を乗り越えた２

匹の関係がドラマティックに描かれた本書は、シリー

ズの絵本７冊を１冊にまとめた小説風になっていま

す。 

『くまとやまねこ』  
湯本 香樹実/ぶん 酒井 駒子/え  

河出書房新社 

 

仲良しのことりが死んでしまい、悲しんだくまは箱

に入れて大切に持ち歩きます。森の仲間から「忘れ

なくちゃ」と言われ、更に悲しみに沈むくま。ある日、

おかしな形の箱を持つやまねこと出会い、気になっ

たくまは箱の中を見せ合います。中に入っていたも

のは…？ 

大切な相手を失った悲しみにそっと寄り添い、寂

しい心を包み込んでくれる優しい絵本です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ふたりはしんゆう  

がまくんとかえるくんぜんぶのおはなし』  
アーノルド ・ローベル/作 三木  卓/訳 

文化学園文化出版局 

 

のんびり屋のがまくんと元気なかえるくんは、とて

も仲良しでいつもいっしょ。がまくんは時々かえるく

んをやっかいごとに巻き込みますが、いつもかえるく

んの機転でなんとかおさまります。 

二人におこるゆかいな事件の数々と、ほのぼのし

た会話が楽しい本書。互いを思いやる二人の気持ち

がよくわかります。 

『おやしきへいく ルッキオとフリフリ』  
庄野 ナホコ/作 

講談社 

 

いつも腹ペコで、マグロが食べたいネコのルッキオ

とフリフリ。美味しいごはんにありつけそうだと、おく

さまのお相手をするネコを募集しているお屋敷へ面

接にでかけます。お風呂でゴシゴシ洗われ、きれいな

服を着せられたフリフリは、運よくおくさまのご指名

をうけますが…。 

たくさんのネコの中から選ばれたフリフリは、はた

して豪華なごはんが食べられるのでしょうか？ 

 

『クーちゃんとぎんがみちゃん  

ふたりの春夏秋冬』  
北川  佳奈/作 

岩崎書店 

 

カカオの町にくらす、板チョコレートのクーちゃん

と、なかよしのぎんがみちゃん。春にはお互いにおく

りもの、夏には一緒に買い物や海水浴、秋には音楽を

楽しみ、冬には福引をしました。 

ふたりは性格も好きなものも違いますが、違うか

らこそお互いのことが大好き。一緒にいると小さな

楽しみや喜びをたくさん見つけることができるから

です。 

『ソラタとヒナタ ともだちのつくりかた』  
かんの ゆうこ/さく 

講談社 

 

クマのソラタは、ある日、穴に落ちて困っているキ

ツネの子を助けます。家族も名前もわからないという

キツネの子に「ヒナタ」という名前を付けてあげたソ

ラタ。二人はお互いの家を行き来しながら、友情をは

ぐくんでいきます。 

初めはぎこちなかったヒナタが、ソラタの優しい言

葉で少しずつ心を開いていく様子が、ほほえましく描

かれています。 

『あくたれラルフよいこになる』  
ジャック・ガントス/さく ニコール・ルーベル/え  

こみや ゆう/やく 

出版ワークス 

 

セイラの飼っているラルフは、ひどいいたずら猫。ホ

イップクリームをまき散らしたり、郵便屋さんを驚かせ

たり。困ったセイラは、ラルフを「ねこのしつけきょうし

つ」に連れていきますが、ラルフは教室でもいたずら

をやめず…。 

ラルフのいたずらに、ページをめくるたび笑いが止

まりません。最後は二人のコンビ愛に心が温まります。 

『大どろぼうホッツェンプロッツ』  
オトフリート＝プロイスラー/作 中村 浩三/訳 

偕成社 

 

大どろぼう・ホッツェンプロッツにおばあさんの大

切なコーヒーひきを盗まれた！取り返すために二人

の男の子が知恵と勇気を振り絞り冒険します。まず

は、泥棒の「ねぐら」を見つけるぞ！しかし、道中に

様々な罠が待ち受けていて…。 

ハラハラドキドキな展開と、悪党に立ち向かうスト

ーリーが痛快！６０年近く世界で愛されている名作

です。 


